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【外皮性能】簡単モードで高さの数値をリセットする方法 

文書管理番号：1296-01 

Q.質 問  

外皮性能計算の簡単モードで、高さの数値が合わない。 

リアルタイム３D ビューアで、1 階と 2 階の外壁に重なりや隙間ができる。 

A.回 答  

(外皮性能計算)を実行後、 (高さ設定)で建物の高さを変更した場合、外皮性能計算で高さ情報は

自動で更新されず、各部位の高さや面積の相違や、リアルタイム３D ビューアで上下階の外壁に重なり

や隙間ができることがあります。 

 

そのため、 (外皮性能計算)を実行後、 (高さ設定)で高さを変更した場合は、外皮性能計算で設定

されている高さ情報をリセットし、 (高さ設定)の「階基準高さ」の数値を再取得します。 

↑変更後の高さが採用されず、計算式・面積が異なる 

←隙間 
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操作手順 

① (基準高さ)をクリック 

＊ 基準高さの画面が表示されます。 

 

② 「現在の高さ情報を取得」をクリック 

＊ 各階の基準床高や天井高、天井から梁天端までの各高さが、高さ設定の階基準高さで設定して

いる数値に自動更新されます。 

 

③ 「一括変更」をクリック 

＊ 取得した高さ情報の設定値が反映します。 
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＊ リアルタイム３D ビューアでは、上下階の壁の重なりや隙間が解消します。 

 

 

 

 

 

 

←隙間が解消 

＜高さ情報取得前> 

←隙間 

＜高さ情報取得後> 


